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１．河川上空利用に向けた検討の位置づけ

ドローン巡視点検アプリケーション（以下、「巡視点検アプリ」という）の検討・開発及び飛行管理者
へ向けた提供情報の検討を実施している。

巡視点検アプリは、ドローンを活用して河川の巡視および点検を行う際に必要な各種計画の作成
から点検結果の記録・出力までを一元的に行うシステムである。

また、河川管理者が保有している情報のうち、ドローンの安全飛行に寄与できるように飛行管理者
へ提供すべき情報の基礎検討を実施している。
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各機能の利活用概要
巡視アプリの
主な機能

No

河川巡視・点検の実施を予定する回数を月単位で入力し年間計画を作成
年間巡視・点検
計画作成

1

ドローン巡視・点検を実施する具体的な日程と巡視ルート等を登録
巡視・点検
ルート作成

2

巡視・点検ルートに対してドローンを飛行させる飛行範囲（飛行エリア案）を地図上で作成
飛行エリア（案）
の作成

3

巡視点検アプリを用いて飛行計画を作成飛行計画作成4

巡視点検アプリまたは民間のドローン運航管理システムで作成された飛行計画の内容を確認飛行計画確認5

巡視点検アプリを用いて作成した飛行計画を航空局所管のドローン情報基盤システムに通報飛行計画通報6

ドローンの飛行の状態についてリアルタイムに状況を確認
※飛行経路の逸脱等の際に巡視点検アプリ上で動態（計画逸脱、時間外）を表示

飛行状態
監視機能

7

巡視・点検後にドローンで収集したデータ（動画、画像、飛行経路）を登録飛行データ登録8

巡視・点検後にドローンから収集したデータ（動画、画像、飛行経路）を確認飛行データ確認9
それぞれの記録を作成し、必要に応じExcel形式で出力
※巡視：巡視結果記録票、巡視内容記録票（河川巡視日誌）
※点検：堤防点検結果記録表、構造物点検結果記録票、河道点検結果記録票等

巡視・点検記録
作成

10

２．巡視点検アプリの機能概要

巡視点検アプリが具備する主な機能は、ドローンを用いた河川巡視・点検を行うための計画から
各種記録の作成までを網羅しており、飛行計画の作成や飛行計画の通報・確認（航空局所管の
ドローン情報基盤システム）など省力化され、業務における負担軽減が可能となる。
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3

飛行前(フェーズ1) 飛行中(フェーズ2) 飛行後(フェーズ3) その他

○巡視

・年間巡視計画
の作成

・具体の巡視計
画作成

○点検

・年間点検計画
の作成

・具体の点検計
画作成

○共通
・飛行状態の
監視

※巡視点検ア
プリのホーム画
面にて「飛行中
」や「計画逸脱」
等を表示

○巡視
・巡視記録の作成

○共通
・機体管理
・操縦者管理
・ユーザ管理

○点検
・点検記録の作成

保存期間対応者登録方法データ種類（形式）対象

AI解析の実装に向けて
3～5年程度想定、災害
時データは復旧期間ま
で

国交省職員、国交
省職員以外（委託業
者）

巡視点検アプリを用いて
国土交通省で管理する
クラウドのストレージ領
域に保存

動画（Mp4等）、
画像（jpeg等）、
テキスト（csv）等

巡視・点検で
取得した動
画・画像デー
タ

データ登録

○共通
・データの登
録（ドローンで
取得した動画
、画像および
、飛行経路の
データ）

○共通
・飛行許可
申請
・飛行計画の
作成
・飛行計画
通報

機
能

３．巡視点検アプリの利活用フェーズ

飛行前・飛行中・飛行後・その他のフェーズに分類した巡視点検アプリの機能は以下のとおりと
なる。

データは、将来的には国土交通省（水局）で管理するクラウドサービス内に保存し蓄積していく予
定。
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飛行状態監視機能

ログイン

ホーム画面

飛行の許可・承認

機器管理

飛行データ登録

飛行データ確認

飛行計画一覧

年間巡視・点検計画作成

巡視・点検記録作成
UTMへ干渉確認

巡視・点検
計画作成

運航管理システム等によりウェイ
ポイント（飛行経路情報）の作成

計画逸脱

３．巡視点検アプリの利活用フェーズ 4

飛行計画
作成

GIS機能を搭載し、地図上
でインタラクティブに巡視・点
検エリア（案）を作成可能

飛行中(フェーズ2)

飛行前(フェーズ1)
飛行後(フェーズ3)

その他

巡視点検アプリに登録した動画
データからキャプチャを生成可能

直感的な操作を可能にする
画面デザイン

ユーザ管理



巡視点検アプリの試行を実施
試行の結果、巡視計画から記録作成まで問題なく実施できたこと確認

5

①巡視計画を作成

②飛行状態の監視

③飛行データの登録

④巡視記録の作成

ステータスを表示

３．巡視点検アプリの利活用フェーズ



４．運航管理システム（ＵＴＭ）の概要

登録管理機能
空域情報管理機能
飛行計画管理機能
位置情報管理機能
報告作成機能
情報提供機能

ISO標準規格により整理されたUTMの機能群

UTMに必要な機能のイメージ※4

※1：「小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会(第18回)」
において、航空局が認めたUTMプロバイダを利用することでリスク
の高い飛行や混雑した空域における高密度な運航を可能する方針
が示されている。この方針に沿う形でUTMプロバイダの認定要件
が2025年頃に整備される予定である。また異なるUTMプロバイダ
間の連携にいても、別途検討の必要性が示されている。
※2：経済産業省とNEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業
技術総合開発機構）が実施している次世代空モビリティの実現に必
要な技術開発を行うプロジェクト
※3：ISO 23629-5 UAS traffic management（UTM）—Part 
5:UTM Functional Structure
※4：（出典）日本発のドローンの運航管理システムに関する国際規
格が発行されました （METI/経済産業省）
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運航管理システム（UTM）は同一の空域を飛行する複数のドローンを安心・安全・効率的に運
航するための管理システムのことである※1。

ISO標準規格※3により整理された機能群の中に情報提供機能があり、河川管理者が保有する
河川区域内の情報を提供することも可能となることが見込まれる。



５．河川管理者が提供することが望ましい情報項目（案）

河川巡視・点検のみならず、河川管理者以外の者も河川上空を飛行するため、河川管理者が
提供することが望ましい情報項目（案）を整理した。
河川管理者として提供が必要と思われる情報については、引き続き検討中である。

提供することが望ましいであろう情報項目（案）飛行管理者への提供理由による分類

・河川管理施設
・許可工作物
・河川区域内の占用地（一時占用は除く）
・河川区域内の公共事業（工事等）実施情報

■以下の航空法ルール遵守のために提供
が望ましいもの
「第三者または第三者の建物、第三者の車両な
どの物件との間に距離（30m）を保って飛行
させること」

・一時使用届の情報
・占用地内のイベント情報

■以下の航空法ルール遵守のために提供
が望ましいもの
「祭礼、縁日など多数の人が集まる催し場所（イ
ベント）の上空で飛行させないこと」

・検討中■上記以外に情報提供が望ましいもの
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６．UTMへの情報提供の検証

ドローンを活用した河川巡視を行うことを想定して、河川管理者が提供した情報を運航管理シ
ステム上で表示できるかの検証を実施した。
検証の結果、占用情報（橋梁）の情報受け渡しを確認した。

検証用UTMの画面
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６．UTMへの情報提供の検証

検証の際は、実際に管理されている図面や台帳等から運航管理システムへの提供を想定した
データを作成し、登録を実施した。

将来的には、国土交通省（水局）が管理するクラウドサービスに保存された情報から運航管理
システムへの情報提供を予定である。

占用図面

橋梁台帳

一時使用届

今回の検証での方法

既存の電子や紙の資料からGISデータを作成し、検証用運航管理システムに搭載

紙資料からGIS
データを作成

作成したGISデータ
をUTMに登録GISソフト 検証用UTM

将来的な連携方法（案）

API

河川管理に関する情報はクラウドサービスに集約され、API連携等により運航管理システムへ情報を提供

UTM（民間で整備）
河川に関するデータをAPIにより連携
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河川管理情報基盤
（クラウドサーバ）

クラウドサービス

河川管理に関する情報を蓄積したクラウドサ
ービス（国土交通省水局）で整備）

※API（Application Programming Interface）：異なるソフトウェアやシステム間で機能やデータを共有するための仕組み


